
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2024 年度全国統一防火標語） 

いしかり「防火」通信 

2025.4 Vol.41

  

 

 

 

4月 20日（日）から４月 30日（水）まで、 
全国一斉に「春の火災予防運動」が実施されます。 
 

春の火災予防運動

春に多い火災の特徴・事例
春先は偏西風で大陸から乾いた移動性高気圧と、低気圧が交互に

やってくる傾向があり、乾いた移動性高気圧の後に日本海側を低気圧

が進むことで強い南風が吹きます。 

春はこの２つの悪条件（空気の乾燥・強風）が重なるため、

火入れやたばこのポイ捨てにより、火災が拡大してしまう可能性があ

り、特に注意が必要な時期となります。 

 

事例 ≪火入れにより燃え広がった≫ 
農家の方が畑の中でアスパラ殻を燃やし始め 

たが目を離してしまい、周囲の枯草に延焼した。 

この火災で約 1,460 ㎡を焼損した。 

火災当日は、空気が乾燥し風が強く吹いており、 

燃え広がる先には住宅が立ち並び、延焼危険が 

高かった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出火原因 

順  位 
出火原因 件数 

出火原因 

順  位 
出火原因 件数 

１ たばこ ３ ４ 放火 ２ 

１ 排気管 ３ ９ 配線器具 １ 

１ 溶接機・切断機 ３ ９ 電気機器 １ 

４ 焼却炉 ２ ９ 電気装置 １ 

４ たき火 ２ ９ 煙突・煙道 １ 

４ こんろ ２ － その他 ８ 

４ 衝突の火花 ２ － 不明 １３ 

種別 損害額 

建物 ３９，６３６，０００円 

収容物 １８，７３１，０００円 

車両  ５，３２８，０００円 

船舶    ５５０，０００円 

その他 １６２，２１３，０００円 

合計 ２２６，４５８，０００円 
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～出火原因から見る火災の特徴と対策～ 

令和6年石狩市で発生した火災の原因・損害額
（確定値）

《石狩市内で４４件の火災が発生しました》 

出火原因は様々ですが、共通している

のは「大丈夫だろう」「つい、うっか

り」など誤った認識や人為的なミスが

多く見受けられるということです。 

小さな火であっても、建物を燃やし尽

くすほどの火災に発展することがあり

ます。 

今一度、自分の行動を振り返り、大切

な命や財産を火災から守りましょう！ 


